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は じ め に 
 

この年報は、由布市消防本部の現勢と平成２８年中の消防業務に 

関する諸般の事項を収録し、将来の参考に資するとともに、消防事 

情を広く一般に紹介し理解と協力を得るために編集したものです。 

 なお、この年報の統計資料は原則として暦年をもって表し、予算 

に関係する事項については会計年度で表し、それ以外の資料につい 

ては、当該表にそれぞれ記載した年月日は現在をもって表しています。 

 

平成２９年７月 

 

 

                      由布市消防本部 
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管 内 概 況 
 
 
         ・位 置 と 地 勢 及 び 地 域 の 概 要 
 
         ・管 内 位 置 図 
 
         ・消 防 機 関 管 内 配 置 図 
          消防本部及び消防署・所建物姿 
 
         ・由布市の面積・人口及び世帯数 
 
         ・由布市の人口及び世帯数の推移 
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（１）由布市の概要 
◎位置と地勢 

由布市（平成１７年１０月１日旧挾間町・旧庄内町・旧湯布院町が合併）は、大分

県の中央部に位置し、総面積は 319.16  である。北は別府市、宇佐市に、西は玖珠

郡玖珠町・九重町に、南は竹田市に、東は大分市に、隣接している。 
 温泉地として全国的に名高い由布院温泉を擁する観光地である一方、大分市のベッ

ドタウンとしての役割も併せ持っている。 
 市の北部には、大分自動車道が旧湯布院町と旧挾間町を通り、国道２１０号線が旧

３町のほぼ中央を通っている。又、旧庄内町と旧湯布院町の一部の地域は阿蘇くじゅ

う国立公園の指定を受けている。由布市の地勢的条件を整理すると次にようになる。 
① 北部と南部に 1,000ｍ級の山地や山麓に囲まれる扇状地と平野に市街地が拡がる。 
② 活火山・断層等が分布する地殻活動が活発な地域である。 
③ 保安林、自然公園等に指定され、自然環境に恵まれている。 
 
◎地形・水系 
 北部には由布岳、城ヶ岳、伽藍岳、立石山、西部には野稲岳、南部には黒岳などの

標高 1,000ｍを越える高い山が連なり、それらを源として由布川、小挾間川、阿蘇野

川などが市の中央部を西から東に流れる大分川に合流している。これらの河川は扇状

地を形成し、そこから東に平野部が開けている。 
 
（２）人口・世帯数             （平成２９年３月３１日現在） 

          人      口     （ 人 ） 世   帯   数 

        (世帯)

３４，９２２ 男 １６,６９３ 
１５，４８４ 

女 １８,２２９ 
 
（３）人口及び世帯数の推移            （基準日 ３月３１日） 
       年

区 分 平成２６年 平成２７年 平成２８年 

人   口 ３５，６６１ ３５，４２５ ３５，２５１ 

世 帯 数  １５，３０４ １５，３６２ １５，４５２ 
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消防管内配置図 
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消防庁舎所在地 
 

名 称 所 在 地 構 造 階 数 延べ面積 
由布市消防本部 
由布市消防署 

由布市挾間町挾間 278 鉄筋コンクリート造 ２階建 1822.43 ㎡

庄内出張所 由布市庄内町柿原 306-1 鉄筋コンクリート造 ２階建 382.77 ㎡

湯布院出張所 由布市湯布院町川上3066-1 鉄筋コンクリート造 ２階建 497.55 ㎡

 
 
 
 

 消防署 
 消防団本部 
 市庁舎 

由布市消防本部 
由布市消防署 

挾間庁舎

庄内出張所 
庄内庁舎

湯布院出張所 

湯布院庁舎

大分自動車道

Ｒ２１０号
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由布市消防本部 
由布市消防署 
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              由布市消防署 庄内出張所 
 

 
                                

     由布市消防署 湯布院出張所 
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（４）構成町の面積・人口及び世帯数 
（平成２９年度３月末日現在） 

区分

町名 
面積 人  口 

  （人） 
世帯数 

（世帯）

挾間町 51.1 １６，４４１
男 ７，８６６ 

６，５８９
女 ８，５７５ 

庄内町 140.29 ７，８０７
男 ３，６９４ 

３，６４３
女 ４，１１３ 

湯布院町 127.77 １０，６７４
男 ５，１３３ 

５，２５２
女 ５，５４１ 

合計 319.16 ３４，９２２
男 １６，６９３ 

１５，４８４
女 １８，２２９ 

 
 
 
 
 
 
 
 
（５）構成町の人口及び世帯数の推移 

（基準日３月末日） 
年

町名    区分   平成２５年 平成２６年 平成２７年 平成２８年

挾間町 
人口 １６，１９４ １６，２９２ １６，３９１ １６，３９０

世帯数 ６，２７８ ６，３７９ ６，４６５ ６，５００

庄内町 
人口 ８，４８９ ８，３０２ ８，１３２ ７，９８１

世帯数 ３，７４０ ３，７３０ ３，６９５ ３，６６８

湯布院町 
人口 １１，１０４ １１，０６７ １０，９０２ １０，８８０

世帯数 ５，１６３ ５，１９５ ５，２０２ ５，２８４

合計 
人口 ３５，７８７ ３５，６６１ ３５，４５２ ３５，２５１

世帯数 １５，１８１ １５，３０４ １５，３６２ １５，４５２
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沿    革 
 
            ・消 防 本 部 の 沿 革 
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由布市消防本部の沿革 
昭和４７年 ９月 ・大分地域広域市町村圏事務局（大分市役所内）で事務を開始   

昭和４８年 ７月 ・大分地域消防組合設立委員会準備事務局を挾間町役場内に 

設置  

１１月 ・大分地域消防組合設立委員会を設置 

昭和４９年 ４月 ・大分郡４町に対し、消防組織法第１０条に基づく消防本部及

び消防署の政令指定を受ける 

５月 ・大分地域消防組合の設置許可を県知事より受ける 

 ・大分地域消防組合議会臨時議会招集 

８月 ・大分地域消防組合議会第１回定例会開催 

 ・大分地域消防組合規約制定 

１０月 ・消防職員５４名採用 

１２月 ・県消防学校初任科（第２０期）に２７名入校 

昭和５０年 １月 ・野津原出張所・庄内出張所庁舎完成 

２月 ・県消防学校初任科（第２１期）に２７名入校 

 ・本部及び本署庁舎完成 

３月 ・湯布院出張所庁舎完成 

 ・消防専用超短波無線電話装置完成 

４月 ・大分地域消防組合消防本部発足（職員数６０名） 

 ・消防本部（署）・野津原出張所・庄内出張所・湯布院出張所

を設置 

 ・本署に消防ポンプ自動車及び救急車を配置 

 ・野津原出張所に消防ポンプ自動車を配置 

 ・庄内出張所に消防ポンプ自動車を配置 

 ・湯布院出張所に水槽付消防ポンプ自動車及び救急車を配置 

 ・大分県中部地震発生（消防職員・消防団員延べ人員７００名

出動） 

１０月 ・消防職員１名退職 

昭和５１年 ３月 ・消防職員１名採用（職員総数６０名） 

 ・大分県常備消防相互応援協定締結 １５本部 

１２月 ・職員定数条例改正で定数６３名となる 

昭和５２年 ４月 ・消防職員３名採用（職員総数６３名） 

昭和５３年 １月 ・野津原出張所の消防ポンプ自動車を更新 

３月 ・野津原出張所に救急車を配置 

・日本損害保険協会から救急車の寄贈を受け、庄内出張所に配   

置  

 ・第１回防火管理者講習会実施（修了者数１２８名） 

４月 ・職員定数条例改正で定数６４名となる 

 ・職員１名役場復帰（庄内町） 消防職員２名採用（職員総数

６４名） 

昭和５４年 ３月 ・大分地域消防組合規約改正 

４月 ・管理課を設置、課長を置く 

昭和５５年 ５月 ・本部に広報車を配置 

 ・消防職員１名退職 



- 13 - 
 

８月 ・本署の救急車を更新 

９月 ・消防職員１名退職 

１１月 ・消防職員１名採用（職員総数６３名） 

昭和５６年 ３月 ・消防職員１名退職 

 ４月 ・消防職員２名採用（職員総数６４名） 

５月 ・「野津原町太田婦人防火クラブ」結成（３７名） 

１０月 ・救助訓練塔建設（高さ 16ｍ・工事費 1,590 千円） 

１１月 ・「庄内町立西庄内小学校少年消防クラブ」結成（７２名） 

昭和５７年 ４月 ・第２回防火管理者講習会実施（修了者数９６名） 

５月 ・大分県企業局から指令車の寄贈を受け、本部に配置 

 ・大分県企業局から連絡車の寄贈を受け、湯布院出張所に配置 

 ・大分県企業局から救急車の寄贈を受け、湯布院出張所に配置 

 ・旅館、ホテル等にかかる表示制度の実施 

８月 ・挾間町の（株）挾栄生コンからラッパの寄贈を受け、消防署

ラッパ隊を結成（隊員７名） 

昭和５８年 ３月 ・大分市消防本部と直通電話設置 

５月 ・野津原出張所と庄内出張所に連絡車配置 

昭和５９年 ３月 ・「ひばり保育園幼年消防クラブ」結成（９０名） 

６月 ・「野津原保育所幼年消防クラブ」結成（５３名） 

 ・「挾間保育所幼年消防クラブ」結成（２９名） 

 ・「宮田保育園幼年消防クラブ」結成（５７名） 

８月 ・第３回防火管理者講習会実施（修了者数７１名） 

９月 ・消防職員１名退職 

１０月 ・第４回防火管理者講習会実施（修了者数２４名） 

 ・消防職員１名採用（職員総数６４名） 

１１月 ・大分地域消防組合発足１０周年記念式典実施 

昭和６０年 １月 ・第１回幼年消防クラブ防火凧揚げ大会実施 

 ・本部、湯布院出張所庁舎の防水工事を施工 

１１月 ・「聖愛保育園幼年消防クラブ」結成 

 ・「すみれ保育園幼年消防クラブ」結成 

昭和６１年 １月 ・本署に水槽付消防ポンプ自動車を配置 

 ・第２回幼年消防クラブ凧揚げ大会実施 

２月 ・庄内出張所の救急車を更新 

４月 ・職員２名人事交流実施 

 ・本部機構改革（庶務課・警防課・予防課の３課とする） 

６月 ・「ひばり保育園婦人防火クラブ」結成 

８月 ・日本防火協会から指令広報車の寄贈を受け、本部に配置 

９月 ・「あなみ保育園幼年消防クラブ」結成 

１０月 ・第２回全国婦人消防隊ポンプ操法大会に県代表として野津原

町太田婦人消防隊が出場（優良賞） 

昭和６２年 １月 ・第３回幼年消防クラブたこあげ大会実施 

２月 ・日本損害保険協会から救急車の寄贈を受け、野津原出張所に

配置 

１０月 ・庄内出張所の消防ポンプ車を更新 
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昭和６３年 １月 ・第４回幼年消防大会実施 

３月 ・消防職員１名退職 １名役場復帰（湯布院町） 

４月 ・１名人事交流 消防職員２名採用 職員総数６４名 

１０月 ・大分県地震対策総合防災訓練実施（挾間町） 

 ・「西庄内保育所幼年消防クラブ」結成 

平成 元 年 １月 ・第５回幼年消防大会実施 

４月 ・第５回防火管理者講習会実施（修了者数８６名） 

７月 ・大分自動車道別府ＩＣ～湯布院ＩＣ間開通に伴う総合防災訓

練実施（福万山トンネル） 

 ・大分自動車道別府ＩＣ～湯布院ＩＣ間（２３.９ｋｍ）開通 

 ・高速自動車道等における消防相互応援協定締結 ２本部 

 ・湯布院出張所高速道開通に伴う消防業務開始（湯布院ＩＣ～

別府ＩＣ間下り線） 

１２月 ・湯布院出張所の水槽付ポンプ自動車を更新 

平成 ２ 年 １月 ・第６回幼年消防大会実施 

 ・湯布院町湯平で大火（住宅・店舗・倉庫等１２棟全半焼） 

３月 ・消防職員１名退職 

４月 ・消防職員１名採用（職員総数６４名） 

５月 ・湯布院出張所の救急車を更新 

平成 ３ 年 １月 ・第７回幼年消防大会実施 

３月 ・消防職員１名退職 

４月 ・消防職員１名採用（職員総数６４名） 

８月 ・第６回防火管理者講習会実施（修了者数５５名） 

１０月 ・全国婦人消防隊ポンプ操法大会に県代表としてひばり保育園

婦人消防隊が出場（優良賞） 

１２月 ・消防無線中継局を野津原町塚の山から野津原町上詰へ移設 

平成 ４ 年 １月 ・第１回母と子の防火大会実施           

３月 ・消防職員１名退職 

４月 ・消防職員１名採用（職員総数６４名） 

１２月 ・大分自動車道別府ＩＣ～大分ＩＣ間（１４.８ｋｍ）開通 

 ・高速自動車道等における消防相互応援協定締結 

平成 ５ 年 １月 ・第２回母と子の防火大会実施 

 ・消防職員１名退職 

２月 ・野津原出張所に水槽付ポンプ自動車を配置 

 （消防ポンプ自動車本署へ配置し、本署消防ポンプ自動車は廃

車） 

３月 ・消防職員１名退職 

４月 ・消防職員２名採用（職員総数６４名） 

 ・「医大ヶ丘３丁目婦人防火クラブ」結成（１７名） 

平成 ６ 年 １月 ・第３回母と子の防火大会実施 

８月 ・第７回防火管理者講習会実施（修了者数６６名） 

１０月 ・全国婦人消防隊ポンプ操法大会でひばり保育園婦人消防隊が     

優勝の栄に輝く 

１１月 ・大分自動車道日出ＪＣＴ～速見ＩＣ間開通に伴う総合防災
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訓練実施（日出ＪＣＴ） 

１２月 ・大分自動車道日出ＪＣＴ～速見ＩＣ間（３.３km）開通 

 ・高速自動車道等における消防相互応援協定締結 ５本部 

平成 ７ 年 １月 ・大分県高速自動車道等消防連絡協議会発足 ６本部 ４機関 

 ・第４回母と子の防火大会実施 

 ３月 ・野津原出張所、庄内出張所、湯布院出張所の連絡車を更新 

 ・職員定数条例改正で職員定数６８名となる 

４月 ・消防職員４名採用（職員総数６８名） 

１２月 ・大分地域消防組合発足２０周年記念式典実施 

平成 ８ 年 ２月 ・野津原出張所の救急車を更新 

３月 ・大分自動車道九重ＩＣ～湯布院ＩＣ間開通に伴う総合防災訓

練実施（水分トンネル） 

 ・大分自動車道九重ＩＣ～湯布院ＩＣ間（１２.３ｋｍ）開通

に伴い消防業務開始 

 ・高速自動車道等における消防相互応援協定締結 ６本部 

１０月 ・大分自動車道大分ＩＣ～米良ＩＣ間（７.９ｋｍ）開通に伴

い消防相互応援協定に関する覚書の一部修正 

平成 ９ 年 ７月 ・九州地区消防技術大会出場（ほふく救出）佐世保市 

８月 ・第８回防火管理者講習会実施（修了者数４９名） 

１０月 ・庄内出張所の消防車を更新（ポンプ車を水槽付ポンプ車） 

平成１０年 ７月 ・職員定数条例改正で職員定数６９名となる 

 ・消防指令広報車を更新（消防本部 大消挾間４号） 

 ・九州地区消防技術大会出場（ほふく・ロープブリッヂ救出）

日向市 

１０月 ・救急救命九州研究所に１名入校 

平成１１年 ３月 ・消防職員１名退職 職員１名役場復帰（挾間町） 

４月 ・消防職員３名採用（職員総数６９名） 

 ・大分県防災航空隊へ消防職員１名派遣 

 ・救急救命士第１号誕生 

 ・救急救命九州研究所１名入校 

８月 ・第９回防火管理者講習会実施（修了者数５９名） 

１０月 ・救急救命士２人目誕生 

平成１２年 ３月 ・湯布院出張所の救急自動車を更新 

７月 ・消防指令車を更新（消防本部 大消挾間１号） 

 ・九州地区消防技術大会出場（ほふく・ロープブリッヂ救出）

熊本市 

１０月 ・救急救命九州研究所に１名入校 

平成１３年 ２月 ・第１回普通救命講習実施 

３月 ・本署の救急自動車を更新 

 ・消防職員１名退職 

 ・大分県防災航空隊派遣職員職場復帰 

４月 ・消防職員１名採用（職員総数６９名） 

 ・救急救命九州研究所に１名入校 

７月 ・庶務課を総務課に課名変更 
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 ・第 10 回防火管理者講習会実施（修了者数７０名） 

８月 ・庄内出張所の救急自動車を更新 

平成１４年 ２月 ・消防用設備自己点検指導員１名採用 

３月 ・消防職員１名退職 

４月 ・消防職員１名採用（職員総数６９名） 

 ・消防用設備自己点検指導員１名採用 

７月 ・九州地区消防技術大会出場（ほふく救出）大分市 

９月 ・第 1 回救急医療･消防連携大規模演習（湯布院町総合グラン

ド） 

１０月 ・救急救命九州研究所に１名入校 

平成１５年 １月 ・本署水槽付ポンプ自動車更新 

７月 ・第１１回防火管理者講習会実施（修了者数６７名） 

 ・九州地区消防技術大会出場（ほふく・ロープブリッヂ救出）

佐賀市 

１０月 ・救急救命九州研修所に１名入校 

平成１６年 ４月 ・救急救命九州研修所に１名入校 

５月 ・４町危険箇所防災パトロール 

８月 ・少年消防クラブ消防学校体験入学 

９月 ・第２回救急医療・消防連携大規模演習(挾間町中須賀グラン 

ド） 

１１月 ・高速自動車道総合防災訓練実施 

 ・危険物移動タンク貯蔵所立入検査実施 

１２月 ・野津原町が大分市との合併により野津原町出身者１３名退職  

 ・その他早期退職者１名 

平成１７年 １月 ・（職員総数５５名） 

３月 ・違反建築パトロール（大分土木事務所と合同） 

４月 ・消防職員１名採用（職員総数５６名） 

 ・救急救命九州研修所に１名入校 

６月 ・危険物法令講習会実施 

７月 ・第１２回防火管理者講習会実施（修了者７０名) 

 ・九州地区消防技術大会出場（ほふく・ロープブリッヂ救出）

佐世保市 

８月 ・少年消防クラブ消防学校体験入学 

９月 ・行方不明者捜索（台風１４号） 

 ・市町村合併により大分地域消防組合解散（９/３０）             

１０月 ・３町合併により由布市消防本部となる（１０/１） 

１１月 ・幼年消防クラブ防火パレード実施 

 ・危険物移動タンク貯蔵所立入検査実施     

平成１８年 ３月 ・高規格救急車導入 

 ・救助工作車導入     

４月 ・大分県消防長会春季総会（由布市挾間町中門記念館にて開催） 

 ・大分県消防職員意見発表会（由布市はさま未来館にて開催） 

５月 ・由布市内一斉防災パトロール 

６月 ・初期消火協力者表彰 
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７月 ・九州地区消防技術大会出場（ロープブリッヂ救出）宮崎市 

８月 ・全国消防技術大会初出場（ほふく救出）北海道 札幌市 

 ・少年消防クラブ消防学校体験入学 

９月 ・第３回救急医療・消防連携大規模演習（庄内町 多目的広場） 

 ・高速自動車道総合防災訓練実施 

１０月 ・救急救命九州研修所に１名入校 

１１月 ・由布市危険物安全協会創立３０周年記念式典実施 

 ・消防職員ＩＴ研修会実施 

 ・危険物移動タンク貯蔵所立ち入り検査実施      

平成１９年 ４月 ・消防職員 4 名採用（職員総数 60 名） 

 ・職員定数条例改正で定数 65 名となる 

５月 ・由布市内一斉防災パトロール 

 ７月 ・九州地区消防技術大会出場（ロープブリッヂ救出）北九州市 

８月 ・少年消防クラブ消防学校体験入学 

１０月 ・第１３回防火管理講習会実施（修了者６４名） 

 ・緊急消防援助隊九州ブロック合同訓練参加（中津市 中津港） 

 ・一日消防官防火パレード 

１１月 ・危険物移動タンク貯蔵所立ち入り検査実施 

平成２０年  ４月 ・消防職員４名採用（職員数６０名） 

 ・消防職員２名退職 

  ・大分県消防職員意見発表会（日田市にて開催） 

５月 ・由布市内一斉防災パトロール 

６月 ・土砂災害総合訓練（湯布院町で実施） 

７月 ・九州地区消防技術大会出場（ロープブリッヂ救出）沖縄 

     北谷町  

８月 ・少年消防クラブ消防学校体験入学 

 ・第１４回甲種防火管理者資格取得講習会実施（修了者 59 名） 

９月 ・第 63 回国民体育大会行啓警備（チャレンジ！おおいた国体） 

１０月 ・救急救命九州研修所 1 名入校 

 ・1 日消防官防火パレード（湯布院町・庄内町） 

１１月 ・緊急消防援助隊九州ブロック合同訓練参加（長崎県佐世保市） 

 ・危険物移動タンク貯蔵所立ち入り検査実施 

１２月 ・水槽付ポンプ自動車更新（湯布院出張所） 

平成２１年  ３月 ・大分県防災航空隊出向 （１名） 

 ・救急救命士気管挿管病院実習 1 名派遣（県立病院） 

 ・湯布院町塚原林野火災（死傷者 7 名） 

 ・消防職員４名退職 

４月 ・消防職員 11 名採用（職員数 65 名） 

５月 ・大分県防災航空隊派遣職員殉職 

 ・由布市内一斉防災パトロール 

８月 ・第１５回防火管理講習会実施（修了者 47 名） 

９月 ・救急救命士気管挿管病院実習 1 名（三愛メディカルセンター） 

１１月 ・高規格救急車導入（湯布院出張所） 

 ・緊急援助隊九州ブロック合同訓練参加（佐賀県） 
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平成２２年  ３月 ・消防職員 8 名退職 

４月 ・消防職員 4 名採用（職員数 61 名） 

５月 ・薬剤投与研修 1 名（九州研修所） 

 ・由布市内一斉防災パトロール 

 ・救急救命士気管挿管病院実習 1 名（三愛メディカルセンター） 

６月 ・大分県消防救助技術大会（大分市消防総合訓練所） 

７月 ・少年消防クラブ消防学校体験入学 

 ・九州地区消防救助技術大会（ロープブリッヂ救出）大分市 

    消防総合訓練所 

８月 ・第 16 回防火管理講習会実施（修了者 31 名） 

 ・薬剤投与研修 1 名（九州研修所） 

９月 ・山岳救助投入訓練（由布岳） 

１０月 ・緊急消防援助隊九州ブロック合同訓練（鹿児島県薩摩川内市・ 

 さつま町） 

 ・別府市、由布市消防本部合同山岳救助訓練（由布岳） 

１０月 ・危険物移動タンク貯蔵所立入検査 

 ・第１２回全国消防長会警防防災委員会開催 （湯布院） 

１１月 ・高速自動車道等総合防災訓練（大分県消防学校） 

平成２３年  １月 ・救急救命士気管挿管病院実習 1 名（大分県立病院） 

２月 ・消防庁舎等建設委員会 

３月 ・東北地方太平洋沖地震へ緊急消防援助隊派遣 （５名救助工 

作車） 

 ・消防職員４名退職 

４月 ・職員１名市役所と人事交流実施 消防吏員３名採用（職員数

６０名） 

  ・薬剤投与研修 1 名（九州研修所） 

７月 ・少年消防クラブ消防学校体験入学 

８月 ・第 1７回防火管理講習会実施（修了者４７名） 

１０月 ・緊急消防援助隊九州ブロック合同訓練（宮崎県） 

 ・別府市、由布市消防本部合同山岳救助訓練（伽藍岳） 

平成２４年  ３月 ・消防職員３名退職 

４月 ・消防職員４名採用（職員数６２名） 

５月 ・由布市内一斉防災パトロール 

７月 ・少年消防クラブ消防学校体験入学 

 ・第１８回防火管理講習会実施（修了者３３名） 

１１月 ・緊急消防援助隊九州ブロック合同訓練（熊本県） 

 ・別府市、由布市消防本部合同山岳救助訓練（伽藍岳） 

平成２５年 ２月 ・水槽付ポンプ自動車更新（庄内出張所） 

３月 ・消防職員３名退職 

 ４月 ・消防職員５名採用（職員数６３名） 

 ７月 ・少年消防クラブ消防学校体験入学 

 ８月 ・第１９回防火管理者講習会実施（修了者５０名） 

 １１月 ・日本損害保険協会より高規格救急車寄贈（庄内出張所） 
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平成２６年 ３月  ・消防職員１名退職 

      ４月  ・消防職員４名採用（職員数６５名） 

      ５月  ・由布市一斉防災パトロール 

      ７月  ・少年消防クラブ消防学校体験入学 

      ８月  ・第２０回防火管理者講習会実施（修了者４５名） 

      ９月  ・由布市新消防庁舎建設工事起工式 
     １０月  ・別府市、由布市消防本部合同山岳救助訓練（伽藍岳） 
     １１月  ・女性（婦人）防火クラブ員救急講習会（７５名）平成２６年 

平成２７年 ３月  ・消防職員３名退職 

      ４月  ・消防職員６名採用（職員数６８名） 

      ５月  ・由布市一斉防災パトロール 

  ・救急救命士気管挿管病院実習 1 名（三愛メディカルセンター） 

６月  ・警察消防合同防災警備訓練 

７月  ・少年消防クラブ消防学校体験入学 

      ８月  ・全国消防救助技術大会（ほふく救出）兵庫県 

・救急救命九州研修所 1 名入校 

９月  ・第２０回防火管理者講習会実施（修了者４５名） 

     １０月  ・別府市、由布市消防本部合同山岳救助訓練（伽藍岳） 
   ・緊急消防援助隊九州ブロック合同訓練（大分県佐伯市） 

１１月  ・消防本部・署新庁舎運用開始・通信指令システム導入 
     ・湯布院出張所新庁舎運用開始 

平成２８年 ３月  ・消防職員７名退職 

      ４月  ・消防職員１０名採用（職員数７０名） 

          ・熊本・大分地震で熊本へ緊急消防援助隊派遣（救助工作車） 

          ・由布市震度６弱 

      ６月  ・警察消防合同防災警備訓練 

７月  ・消防職員１名退職 

    ・少年消防クラブ消防学校体験入学 

      ９月  ・救急救命九州研修所 1 名入校 

    ・第２１回防火管理者講習会実施（修了者２２名） 

     １０月  ・別府市、由布市消防本部合同山岳救助訓練（由布岳） 
  １１月 ・緊急消防援助隊九州ブロック合同訓練（長崎県） 

     ・救急救命士気管挿管病院実習 1 名（三愛メディカルセンター） 
 


